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民主主義では、重要な事柄を多数決で決定します。多数決には様々な手法がありますが、過半数の賛成

で決定ということが多いようです。 
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さて、ある重要な問題に関し、５０通りの選択肢が存在するとお考え下さい。 
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選択肢５０個の中のどれを選ぶか、多数決で決めることとしました。 

 

あれ？ どの選択肢も５０分の１前後の票しか取れません。これでは過半数になりません。つまり決め

られません。 
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仕方がありません。思い切って選択肢の数を減らしましょう。 

 

選択肢を５０個から１０個に減らしました。 
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選択肢を減らしたら多くの人が不満顔になりましたが、それは気にせず、さあもう一度！  

…ここに１０個の選択肢があります。多数決を取りました。 

  

あれ？ どの選択肢も１０分の１前後の票しか取れません。これでは過半数になりません。つまり決め

られません。 
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仕方がありません。選択肢の数を減らしましょう。 

 

選択肢を１０個から３個に減らしました。 
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選択肢を減らしたらほとんどの人が不満顔になりましたが、それは気にせず、さあもう一度！ …ここ

に３個の選択肢があります。多数決を取りました。 

 

あれ？ どの選択肢も３分の１前後の票しか取れません。これでは過半数になりません。つまり決めら

れません。 
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仕方がありません。選択肢の数を減らしましょう。 

 

選択肢を３個から２個に減らしました。 
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選択肢を減らしたら、さらに不満顔が増えましたが、それは気にせず、さあもう一度！ …ここに、２

個の選択肢があります。多数決を取りました。 

 

１つの選択肢が半分ちょっとの賛成を得ました。これで決定です。 
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なるほど！ 過半数のためには、３つの選択肢ですら多すぎたのですね！ ５０個有った選択肢の中の

４８個は、多数決を取る前に除外しておかなければいけなかったのです。 

 

…もしかすると、人々が望まない選択肢だけを残すことも出来るのかしら？



 12

そして、残されたわずか２つの、誰も望まない選択肢の中から１つを選んだら…？ それでも多数決で

選べば、あたかもみんなの意見で決定したように見えるかも知れませんね。 
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もうお分かりですね？  

多数決は、人々の意思による決定を保証するものではありません。それどころか使い方によっては、 

 

 選択肢を減らす道具 

 選択肢を減らし人々の意思を無視しながら、人々の意思で決定したと見せかける道具  

にすら、できるでしょう。 

 

 

「多数決だから民意だ、民主主義だ」と思ったら、錯覚か

もしれません・・・ 
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あとがき ―絵本「僕らは主権者」 

 

 

もし、あなたがこの絵本に共感されたなら、出来るだけ多くの方に、読ませてあげていただければと思います。 

 

本絵本は、自由にコピーして下さって結構です（商業出版はじめ金銭的な授受を伴う場合を除きます）。また下記ＷＥＢからは、東郷潤の

他の絵本やメッセージをダウンロードすることが出来ます。 
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